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069 中小企業の経営基盤強化の支援

Ⅳ 人を魅了するにぎわいと活力のあるまち（都市基盤・産業）

05 商工業の振興
生活環境部 経済観光課

ＩＣＴ・ＩｏＴ社会に対応した新たな経営の導入や時代のニーズを踏まえた経営の刷新など、中小企業の経営基盤強化に向けた支
援が行われ、中小企業の経営の安定化と地域経済の活性化が図られています。
また、市内で創業を希望する人に対して、各創業支援機関と連携したセミナーや創業塾の開催、個別相談や創業に関する情報提供
など、ニーズに応じた様々な創業支援が行われており、まちの活気の創出や、にぎわいの維持向上が図られています。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

R 3年度

指標1については、前回同様5位であった。指標2については、目標値にはまだ開きがあるものの、むさし府中商工会議所と連携しつつ、目標達成に
向け努力していく。指標3については、参加者数が増加し、創業者数についても増加傾向にある。セミナー等の効果としては維持・向上している。

96,433,000 79,769,000 77,667,000 80,028,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

96,433,000 79,769,000 77,667,000 80,028,000

92,720,000 79,769,000 78,061,000 0

86,566,183 76,908,777 77,170,086 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

86,566,183 76,908,777 77,170,086 0

93.4 96.4 98.9 0.0

1.20 0.00 2.10 0.00

9,217,949 0 16,867,106 0

0.00 0.00 0.00 0.00

0 0 0 0

1,938,623 0 1,302,721 0

97,722,755 76,908,777 95,339,913 0

①事業所数の多摩２６市順位（目
標値以内）

4

位

5 5 - -

80.0 80.0 - -

4

②むさし府中商工会議所で行う巡
回窓口相談指導件数

1,958

件

2,066 2,130 - -

73.8 76.1 0.0 0.0

2,800

③
むさし府中商工会議所で行う起
業・創業に関するセミナー等へ
の参加人数

80

人

55 89 - -

55.0 89.0 0.0 0.0

100
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指標1については、前回同様5位であった。指標2については、目標値にはまだ開きがあるものの、むさし府中商工会議所と連携しつつ、目標達成に
向け努力していく。指標3については、参加者数が増加し、創業者数についても増加傾向にある。セミナー等の効果としては維持・向上している。

平成30年度には、事業用自動車でない場合の上限期間を撤廃し、令和元年度より実施した。
各制度とも、時代とともに生じる、経営を取り巻く状況の変化に応じた利用が図られたと評価できる。

新型コロナウイルス感染症により、経営に影響が及んでいる事業所が急増している。資金調達や経営相談のニーズが高まる。

むさし府中商工会議所と連携し、中小企業の経営に対し、専門家による各種相談、指導の提供、各種講座の開催等の支援を継続して実施していく。

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

遅れが生じている。このま
までは目標達成が難しい

やや遅れているが、概ね順
調

中小企業の経営安定化を図
るため、中小企業事業資金
融資利子及び中小企業退職
金共済掛金への支援を行う
とともに、むさし府中商工
会議所が行う商工業振興事
業及び経営改善、団体育成
への指導等に対して支援を
行った。

中小企業の経営安定化を図
るため、中小企業事業資金
融資利子及び中小企業退職
金共済掛金への支援を行う
とともに、むさし府中商工
会議所が行う商工業振興事
業及び経営改善事業に対し
て支援を行った。

事業所数の多摩26市順位に
ついては、立川市での大規
模開発の振興により、5位
に後退した。
むさし府中商工会議所で行
う巡回窓口相談指導件数に
ついて、実績値の改善が見
られたが、依然、目標値の
開きがあるため、目標達成
に努める。

事業所数の順位については
、令和元年度経済センサス
基礎調査の確報値が出てお
らず、前回同様5位である
。
むさし府中商工会議所で行
う巡回窓口相談指導件数に
ついて、実績値の改善が見
られたが、依然、目標値の
開きがあるため、目標達成
に努める。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

中小企業経営安定化推進事業

生活環境部 経済観光課

主要な事務事業

165,028

市内中小企業者に対し、必
要な事業資金の融資あっ旋
及び利子の補助を行うとと
もに、中小企業退職金共済
掛け金に対する補助を行う
。
▼中小企業事業資金融資利
子補助
▼中小企業退職金共済掛金
補助

市内中小企業者に対し、必
要な事業資金の融資あっ旋
及び利子の補助を行うとと
もに、中小企業退職金共済
掛け金に対する補助を行う
。
▼中小企業事業資金融資利
子補助
▼中小企業退職金共済掛金
補助

市内中小企業者に対し、必
要な事業資金の融資あっ旋
及び利子の補助を行うとと
もに、中小企業退職金共済
掛け金に対する補助を行う
。
▼中小企業事業資金融資利
子補助
▼中小企業退職金共済掛金
補助

市内中小企業者に対し、必
要な事業資金の融資あっ旋
及び利子の補助を行うとと
もに、中小企業退職金共済
掛け金に対する補助を行う
。
▼中小企業事業資金融資利
子補助
▼中小企業退職金共済掛金
補助

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

中小企業者への事業資金融
資のあっ旋及び利子補助を
行い、また、中小企業退職
金共済掛金等への支援を行
うことにより、金融の円滑
化を図るとともに、勤労者
の福祉の向上と雇用の安定
に寄与することができた。

中小企業者への事業資金融
資のあっ旋及び利子補助を
行い、また、中小企業退職
金共済掛金等への支援を行
うことにより、金融の円滑
化を図るとともに、勤労者
の福祉の向上と雇用の安定
に寄与することができた。

商工業振興事業

生活環境部 経済観光課

主要な事務事業

100,088

むさし府中商工会議所が行
う、商工業振興事業に対す
る補助を行う。
▼商工まつり▼商業祭助成
金▼商工振興表彰式典▼経
営情報提供事業▼中小企業
インターネット等活用支援
事業▼創業支援事業

むさし府中商工会議所が行
う、商工業振興事業に対す
る補助を行う。
▼商工まつり▼商業祭助成
金▼商工振興表彰式典▼経
営情報提供事業▼中小企業
インターネット等活用支援
事業▼創業支援事業

むさし府中商工会議所が行
う、商工業振興事業に対す
る補助を行う。
▼商工まつり▼商業祭助成
金▼商工振興表彰式典▼経
営情報提供事業▼中小企業
インターネット等活用支援
事業▼創業支援事業

むさし府中商工会議所が行
う、商工業振興事業に対す
る補助を行う。
▼商工まつり▼商業祭助成
金▼商工振興表彰式典▼経
営情報提供事業▼中小企業
インターネット等活用支援
事業▼創業支援事業

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

むさし府中商工会議所が行
う、商工まつりや経営情報
提供事業、にぎわいあふれ
るまちづくり事業や後継者
育成事業等に対して支援を
行うことにより、市内商工
業の振興と安定に寄与する
ことができた。

むさし府中商工会議所が行
う、商工まつりや経営情報
提供事業、にぎわいあふれ
るまちづくり事業に対して
支援を行うことにより、市
内商工業の振興と安定に寄
与することができた。

経営改善事業

生活環境部 経済観光課

主要な事務事業

59,240

むさし府中商工会議所が行
う、経営改善事業に対する
補助を行う。
▼経営改善普及事業
・個別巡回窓口相談
・講習会等による指導
・施策普及事業
・記帳継続指導
・創業支援事業　等

むさし府中商工会議所が行
う、経営改善事業に対する
補助を行う。
▼経営改善普及事業
・個別巡回窓口相談
・講習会等による指導
・施策普及事業
・記帳継続指導
・創業支援事業　等

むさし府中商工会議所が行
う、経営改善事業に対する
補助を行う。
▼経営改善普及事業
・個別巡回窓口相談
・講習会等による指導
・施策普及事業
・記帳継続指導
・創業支援事業　等

むさし府中商工会議所が行
う、経営改善事業に対する
補助を行う。
▼経営改善普及事業
・個別巡回窓口相談
・講習会等による指導
・施策普及事業
・記帳継続指導
・創業支援事業　等

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

むさし府中商工会議所が市
内小規模事業者等に対して
行う、経営改善普及指導事
業に対して支援を行うこと
により、市内商工業の振興
と安定に寄与することがで
きた。むさし府中商工会議
所で行う巡回窓口相談指導
件数については、目標達成
に向け進捗を図っていく。

むさし府中商工会議所が市
内小規模事業者等に対して
行う、経営改善普及指導事
業に対して支援を行うこと
により、市内商工業の振興
と安定に寄与することがで
きた。むさし府中商工会議
所で行う巡回窓口相談指導
件数については、目標達成
に向け進捗を図っていく。
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H31年度 R 2年度H31年度 R 2年度

1 中小企業経営安定化推進事業 30 38,131,000 37,634,086 38,415,000
中小企業への事業資金の融資あっ
旋、中小企業退職金共済掛金の補
助

B 1 A A

2 商工業振興事業 30 23,472,000 23,472,000 25,612,000
商工業の振興のため、むさし府中
商工会議所の実施する事業に対し
助成する。

B 1 B B

3 補助金　公衆浴場設備改修費 30 1,254,000 1,254,000 1,191,000 公衆浴場設備改修費に対する助成 B 1 B B

4 経営改善事業 30 14,810,000 14,810,000 14,810,000 むさし府中商工会議所による経営
相談指導

B 1 B B

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 77,667,000 77,170,086 80,028,000
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070 地域商業の振興

Ⅳ 人を魅了するにぎわいと活力のあるまち（都市基盤・産業）

05 商工業の振興
生活環境部 経済観光課

商店街や百貨店などの相互の連携が図られ、地域商業の充実が図られるなど、市民の日常生活の利便性や快適性が高まっています
。また、商業者と市民をはじめとする消費者との交流の促進を通した活気ある商店街づくりと商業活動の活性化が図られ、市内で
の消費活動が活発化するなど、満足度の高い地域商業が営まれています。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

R 3年度

指標1については、むさし府中商工会議所において平成２９・３０年度分については調査を行っておらず、未記入となっている。指標2については、
平成２９年度と比較して増加し、目標達成に向けて順調に推移していると評価することができる。

72,433,000 75,344,000 467,630,000 71,264,000

0 0 390,010,000 0

23,696,000 23,874,000 22,019,000 22,515,000

0 0 0 0

0 0 6,080,000 8,400,000

48,737,000 51,470,000 49,521,000 40,349,000

72,433,000 75,344,000 387,581,000 0

52,892,170 57,296,789 225,505,932 0

0 0 171,113,300 0

17,279,000 15,875,000 14,531,000 0

0 0 0 0

0 0 3,058,000 0

35,613,170 41,421,789 36,803,632 0

73.0 76.0 58.2 0.0

0.77 0.00 0.95 0.00

5,914,850 0 7,630,357 0

0.00 0.00 0.00 0.00

0 0 0 0

1,243,950 0 589,326 0

60,050,970 57,296,789 233,725,615 0

①市内店舗において商品を購入す
る市民の割合

68.9

％

- 74.9 - -

0.0 93.6 0.0 0.0

80

②日常の買物の便がよいと感じて
いる市民の割合

76.5

％

79.9 78.6 - -

99.9 98.3 0.0 0.0

80
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指標1については、むさし府中商工会議所において平成２９・３０年度分については調査を行っておらず、未記入となっている。指標2については、
平成２９年度と比較して増加し、目標達成に向けて順調に推移していると評価することができる。

商店会が行うイベント、商店街の街路灯等の新設及び修繕に補助を行うとともに、街路灯等の電気料の補助を行った。加えて、新たな特産品開発に
対する支援や、アドバイザーの派遣を行うとともに、平成２１・２２年度に計３回、平成２６年度に計１回、平成２７年度に計２回、平成３１年度
に計１回行ったプレミアム商品券の発行に対する補助をとおし、商店街をはじめとする地域商業の活性化を図った。

商店会では、さまざまなイベントを実施して商店街の活性化を図っているが、商店会未加入事業者、商店の後継者問題、大規模店舗の増加、消費者
の生活様式やニーズの多様化などの問題に対応できる商店街づくりが求められている。

東京都及びむさし府中商工会議所と協力し、イベントや街路灯等の補助を継続して実施していく。また、商店会の電気料負担の軽減及び環境負荷低
減に向けた商店街装飾街路灯LED化事業は令和２年度で一通りのLED化が完了する予定である。また、平成２５年度に改訂を行った商店街振興プラン
を活用して、更なる商店街振興を図っていく。加えて、商店会の街区内に存在する空き店舗を活用した創業支援を実施するなど、地域商店会におけ
るにぎわいの創出及び活性化に努める。

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

商店会の実施するイベント
事業、装飾街路灯、アーチ
等の設置、修繕等及び電気
料に対して支援を行うとと
もに、商業者等の創意工夫
を活かした特産品等の開発
を支援することにより、地
域商業の振興を図ることが
できた。

商店会の実施するイベント
事業や施設設備、販売促進
等の活性化を図る事業に対
して支援を行うとともに、
商業者等の創意工夫を活か
した特産品等の開発を支援
することにより、地域商業
の振興を図ることができた
。

装飾街路灯のLED化事業が
順調に進んではいるが、ま
だ5商店会のLED化が達成で
きていないので推奨してい
く。

装飾街路灯のLED化事業に
ついて、未だに目標達成で
きていないが、令和２年度
で一通りの装飾街路灯LED
化が完了する予定である。
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６　主要な事務事業の進行管理
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平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

商店街振興事業

生活環境部 経済観光課

主要な事務事業

276,235

各事業の実施を希望する商
店会等からの申請に基づき
、支援を行っていく。
▼商店街イベント事業補助
▼商店街活性化事業補助
▼商店街共同施設電気料補
助
▼商店会街路灯等ＬＥＤ化
事業補助

各事業の実施を希望する商
店会等からの申請に基づき
、支援を行っていく。
▼商店街イベント事業補助
▼商店街活性化事業補助
▼商店街共同施設電気料補
助
▼商店会街路灯等ＬＥＤ化
事業補助

各事業の実施を希望する商
店会等からの申請に基づき
、支援を行っていく。
▼商店街イベント事業補助
▼商店街活性化事業補助
▼商店街共同施設電気料補
助
▼商店会街路灯等ＬＥＤ化
事業補助

各事業の実施を希望する商
店会等からの申請に基づき
、支援を行っていく。
▼商店街イベント事業補助
▼商店街活性化事業補助
▼商店街共同施設電気料補
助
▼商店会街路灯等ＬＥＤ化
事業補助

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

商店街イベント事業、商店
街活性化事業、商店街共同
施設電気料及び商店会街路
灯等ＬＥＤ化事業等、市内
商店街が行う様々な事業に
支援を行うことにより、よ
り一層の商店街の活性化を
図ることができた。

商店街イベント事業、商店
街活性化事業、商店街共同
施設電気料及び商店会街路
灯等ＬＥＤ化事業等、市内
商店街が行う様々な事業に
支援を行うことにより、よ
り一層の商店街の活性化を
図ることができた。

特産品等開発支援事業

生活環境部 経済観光課

主要な事務事業

3,000

商業者による新たな府中の
特産品の開発への取組に対
して支援を行っていく。
▼名産品開発・発掘事業
▼市場流通促進事業

商業者による新たな府中の
特産品の開発への取組に対
して支援を行っていく。
▼名産品開発・発掘事業
▼市場流通促進事業

商業者による新たな府中の
特産品の開発への取組に対
して支援を行っていく。
▼名産品開発・発掘事業
▼市場流通促進事業

商業者による新たな府中の
特産品の開発への取組に対
して支援を行っていく。
▼名産品開発・発掘事業
▼市場流通促進事業

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

30年度は、「府中市内で生
産されたトマトを使用した
ピューレ」など、商業者等
が行う特産品の開発を支援
することにより、府中市の
魅力の向上と商業及び観光
の振興を図ることができた
。

31年度は、「府中市産梨カ
レー」など、商業者等が行
う特産品の開発を支援する
ことにより、府中市の魅力
の向上と商業及び観光の振
興を図ることができた。
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H31年度 R 2年度H31年度 R 2年度

1 商店街振興事業 30 467,030,000 225,060,932 70,694,000 商店会等が行う事業等に補助金を
交付する。

B 1 A A

2 府中市特産品等開発支援事業 30 600,000 445,000 570,000 商業者による新たな府中の特産品
の開発への取組を支援する。

B 1 B B

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 467,630,000 225,505,932 71,264,000



基本目標

基本施策

達成率

指標の分析

実　績

決 算 額

予 算 現 額

当 初 予 算 額

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

そ の 他

一 般 財 源

国 庫 支 出 金

執 行 率

間 接 経 費

職 員 人 件 費

（間接経費）

実　績

達成率

実　績

実　績

達成率

実　績

達成率

指標名
基準値

（単位）

実績の推移

目標値

（単位：円、人）２　事業費・人件費等の推移

嘱 託 員 数

実　績

嘱 託 員 人 件 費

市 債

（事業費）

（人件費）

職 員 数

１　施策の名称・めざす姿

施 策 評 価 シ ー ト

３　指標実績の推移等

達成率

達成率

総 コ ス ト

記 載 年 月

対 象 年 度

め ざ す 姿

施 策 名

総 合 計 画

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

主担当部課名

令和２年９月

平成31年度

- 1 -

071 工業の育成

Ⅳ 人を魅了するにぎわいと活力のあるまち（都市基盤・産業）

05 商工業の振興
生活環境部 経済観光課

技術革新や新製品開発、異業種交流、産学官交流などを支援することで、技術の向上と経営効率化が図られ、市内工業が活性化し
、生産力が向上しています。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

R 3年度

指標1については、多摩地域26市のみならず、都内第1位である。また、指標2及び3についても順位を維持している。

12,126,000 12,463,000 12,250,000 11,995,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

12,126,000 12,463,000 12,250,000 11,995,000

12,329,000 12,463,000 12,250,000 0

11,347,853 11,215,489 11,738,817 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

11,347,853 11,215,489 11,738,817 0

92.0 90.0 95.8 0.0

0.76 0.00 0.85 0.00

5,838,034 0 6,827,162 0

3.00 0.00 3.00 0.00

9,361,200 0 9,272,769 0

6,074,355 0 2,388,325 0

32,621,442 11,215,489 30,227,073 0

①製造品出荷額等の多摩地域26
市順位。

1

位

1 1 - -

100.0 100.0 - -

1

②付加価値額の多摩地域26市順
位。

3

位

2 2 - -

100.0 100.0 - -

2

③１事業所当たり付加価値額の多
摩地域26市順位。

3

位

3 3 - -

100.0 100.0 - -

3



達成できている点

達成できていない点

進ちょく状況

今後の課題、状況や市民ニーズの変化

これまでの主な取組と成果

５　施策の評価

今後の展開

４　施策の進ちょく状況

071　工業の育成

- 2 -

指標1については、多摩地域26市のみならず、都内第1位である。また、指標2及び3についても順位を維持している。

工業技術の向上等に取り組む中小企業者を支援するため、新製品・新技術の開発や市場開拓等に対する補助を行った。
また、ものづくり産業の活性化を支援するため、府中市工業技術展の開催、及び東京都の産業交流展へ出展を行う中小企業者に対する出展支援を行
った。

産・学・官連携の推進。また、新製品の開発の資金難や人材難への対応。
技術の進歩と伴にニーズが多様化、複雑化している中、幅広い知識や、他機関との連携が求められている。

府中市工業技術情報センターを活用し、専門の相談員による技術相談と技術情報の提供により、中小企業の製品開発や技術革新を支援する。また、
中小企業の優れた技術や製品のPR、受発注の場としての府中市工業技術展の充実などをすすめるとともに、平成30年度より府中市工業技術情報セン
ター事務所をむさし府中商工会議所に移転したことにより、さらに連携を深め、技術力・開発力の向上と取引機会の拡大を図っていく。

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

府中市工業技術展（テクノ
フェア）の開催を行うとと
もに、異業種交流グループ
の支援を行った。また、府
中市工業技術情報センター
において、専門の相談員に
よる技術相談及び技術講習
会の開催を行うなど、市内
中小企業の製品開発や技術
革新の取組の支援を図るこ
とができた。

府中市工業技術展（テクノ
フェア）の開催を行うとと
もに、異業種交流グループ
の支援を行った。また、府
中市工業技術情報センター
において、専門の相談員に
よる技術相談及び技術講習
会の開催を行うなど、市内
中小企業の製品開発や技術
革新の取組の支援を図るこ
とができた。

なし なし
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平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

中小企業工業技術向上支援事業

生活環境部 経済観光課

主要な事務事業

19,644

府中市工業技術情報センタ
ーにおいて、専門相談員に
よる技術相談指導等を行う
とともに、新製品・新技術
開発事業等の経費の一部を
補助する。
▼技術相談指導等の実施
▼製造業等活性化事業補助

府中市工業技術情報センタ
ーにおいて、専門相談員に
よる技術相談指導等を行う
とともに、新製品・新技術
開発事業等の経費の一部を
補助する。
▼技術相談指導等の実施
▼製造業等活性化事業補助

府中市工業技術情報センタ
ーにおいて、専門相談員に
よる技術相談指導等を行う
とともに、新製品・新技術
開発事業等の経費の一部を
補助する。
▼技術相談指導等の実施
▼製造業等活性化事業補助

府中市工業技術情報センタ
ーにおいて、専門相談員に
よる技術相談指導等を行う
とともに、新製品・新技術
開発事業等の経費の一部を
補助する。
▼技術相談指導等の実施
▼製造業等活性化事業補助

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

府中市工業技術情報センタ
ーにおいて、専門の相談員
による技術相談等を行うと
ともに、新製品・新技術開
発事業及び市場開拓事業等
に係る経費の一部を補助す
るなど、市内の中小企業者
の製品開発や技術革新の取
組を支援することができた
。

府中市工業技術情報センタ
ーにおいて、専門の相談員
による技術相談等を行うと
ともに、新製品・新技術開
発事業及び市場開拓事業等
に係る経費の一部を補助す
るなど、市内の中小企業者
の製品開発や技術革新の取
組を支援することができた
。

異業種交流促進事業

生活環境部 経済観光課

主要な事務事業

25,540

市内の異業種の中小企業者
等の交流を推進するため、
各種事業を実施する。
▼府中市工業技術展（テク
ノフェア）の開催
▼東京都産業交流展への参
加
▼異業種交流グループの支
援

市内の異業種の中小企業者
等の交流を推進するため、
各種事業を実施する。
▼府中市工業技術展（テク
ノフェア）の開催
▼東京都産業交流展への参
加
▼異業種交流グループの支
援

市内の異業種の中小企業者
等の交流を推進するため、
各種事業を実施する。
▼府中市工業技術展（テク
ノフェア）の開催
▼東京都産業交流展への参
加
▼異業種交流グループの支
援

市内の異業種の中小企業者
等の交流を推進するため、
各種事業を実施する。
▼府中市工業技術展（テク
ノフェア）の開催
▼東京都産業交流展への参
加
▼異業種交流グループの支
援

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

工業技術展（テクノフェア
）の開催や、東京都産業交
流展2018への出展への支援
、異業種交流グループに対
する支援等、各種事業を実
施することで、異業種の多
様な企業による交流事業を
推進することができた。

工業技術展（テクノフェア
）の開催や、東京都産業交
流展2019への出展への支援
、異業種交流グループに対
する支援等、各種事業を実
施することで、異業種の多
様な企業による交流事業を
推進することができた。
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H31年度 R 2年度H31年度 R 2年度

1 異業種交流促進事業 30 6,179,000 6,178,040 6,179,000 業種や取扱商品の異なる企業の交
流の促進

B 1 B B

2 産業活性化広域連携事業 30 40,000 40,000 40,000
産業振興に係る調査・研究、各種
事業の実施、情報の交換等を行う
ため、各種会議に出席する際の負

B 1 B B

3 中小企業工業技術向上支援事業 30 6,031,000 5,520,777 5,776,000
工業技術の向上等に取り組む中小
企業者を支援するとともに、専門
の相談員による相談・情報提供を

B 1 A A

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 12,250,000 11,738,817 11,995,000



基本目標

基本施策

達成率

指標の分析

実　績

決 算 額

予 算 現 額

当 初 予 算 額

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

そ の 他

一 般 財 源

国 庫 支 出 金

執 行 率

間 接 経 費

職 員 人 件 費

（間接経費）

実　績

達成率

実　績

実　績

達成率

実　績

達成率

指標名
基準値

（単位）

実績の推移

目標値

（単位：円、人）２　事業費・人件費等の推移

嘱 託 員 数

実　績

嘱 託 員 人 件 費

市 債

（事業費）

（人件費）

職 員 数

１　施策の名称・めざす姿

施 策 評 価 シ ー ト

３　指標実績の推移等

達成率

達成率

総 コ ス ト

記 載 年 月

対 象 年 度

め ざ す 姿

施 策 名

総 合 計 画

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

主担当部課名

令和２年９月

平成31年度
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072 観光資源の活用・創出による地域活性化

Ⅳ 人を魅了するにぎわいと活力のあるまち（都市基盤・産業）

05 商工業の振興
生活環境部 経済観光課

府中の魅力が国内外に伝わり、市内を訪れる観光客が増え、にぎわいのあるまちとなっています。また、日本人だけでなく、多く
の外国人が訪れており、市民は、おもてなしのこころで受入れいれています。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

R 3年度

指標①については、例年より多くの観光客でにぎわいをみせたものの、天候の影響もあり、昨年度と同数となった。指標②については府中駅のみな
らず他の多くの駅でも微減となっており、昨年の台風19号による計画運休や現在も世界で猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の影響によるもの
と推測している。指標③については、平成30年度の利用者減に伴いレイアウトの変更を行ったものの、目視での計測がしにくくなる課題が発生した
（令和2年6月より、赤外線によるビジターカウンターを導入）。指標②と同様、台風19号や新型コロナウイルス感染症などの影響もあり来場者数が
減少した。

83,296,000 124,334,000 168,459,000 162,509,000

0 1,875,000 3,000,000 0

0 8,400,000 0 11,050,000

0 0 0 0

7,687,000 30,582,000 74,864,000 53,836,000

75,609,000 83,477,000 90,595,000 97,623,000

86,800,000 124,334,000 180,088,000 0

85,514,703 123,525,866 178,468,068 0

1,125,000 2,500,000 1,936,212 0

2,000,000 22,920,000 13,526,000 0

0 0 0 0

7,230,009 9,347,530 81,918,066 0

75,159,694 88,758,336 81,087,790 0

98.5 99.4 99.1 0.0

7.02 2.55 8.65 0.00

53,925,000 20,053,269 69,476,411 0

0.20 0.25 1.25 0.00

624,080 781,472 3,863,654 0

7,756,689 594,463 4,962,897 0

147,820,472 144,955,069 256,771,030 0

①くらやみ祭の来場者数

700,000

人

800,000 800,000 - -

100.0 100.0 0.0 0.0

800,000

②京王線府中駅における１日平均
乗降車人員数

85,279

人

90,316 88,769 - -

100.4 98.6 0.0 0.0

90,000

③郷土の森観光情報センター来場
者数

40,623

人

19,423 10,883 - -

46.2 25.9 0.0 0.0

42,000



達成できている点

達成できていない点

進ちょく状況

今後の課題、状況や市民ニーズの変化

これまでの主な取組と成果

５　施策の評価

今後の展開

４　施策の進ちょく状況
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指標①については、例年より多くの観光客でにぎわいをみせたものの、天候の影響もあり、昨年度と同数となった。指標②については府中駅のみな
らず他の多くの駅でも微減となっており、昨年の台風19号による計画運休や現在も世界で猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の影響によるもの
と推測している。指標③については、平成30年度の利用者減に伴いレイアウトの変更を行ったものの、目視での計測がしにくくなる課題が発生した
（令和2年6月より、赤外線によるビジターカウンターを導入）。指標②と同様、台風19号や新型コロナウイルス感染症などの影響もあり来場者数が
減少した。

　観光情報センターと郷土の森観光物産館を観光情報の発信拠点として活用し、観光協会と連携しながら、各種観光施策や観光案内人ボランティア
による観光ガイドツアーを実施した。桜まつり、けやきフェスタについては、天候等によって来場者数に増減が生じるものの、順調に事業を展開し
ている。観光協会では、府中ならではの素材や製法により制作された商品を「観光推奨品」として推奨し、市内外にPRすることで、賑わいのあるま
ちづくりを進めており、平成30年度末には50品目を推奨品として認定している。フィルムコミッション事業については、府中市内の観光資源を活か
し、撮影を通したPR活動を展開した。観光事業の広域連携を図るため、歴史的なつながりの深い国分寺市と連携して事業を実施しているほか、京王
線沿線５市（調布・稲城・府中・多摩・日野市）及び調布を除く４市の連携、南武線沿線市（立川・国立・府中・稲城・川崎市）の連携などを構築
し、事業を実施した。市外での府中市のシティセールスを実施するため、京王線沿線市である調布・日野・多摩・稲城市と連携して、新宿駅、都庁
の観光情報センター及び観光情報センター多摩で観光ＰＲを実施した。ラグビーワールドカップ2019の開催に向けた各種情報発信や大会期間中のお
もてなしに関する取組を展開したほか、市制施行65周年記念市民パレードに関する大規模な広告展開を行った。

　国の天然記念物のケヤキ並木をはじめ、歴史的な観光資源が多数存在している。また、ラグビーや市にゆかりのある漫画・アニメなど、新たな観
光資源も様々に存在している。これらの観光資源をいかに活用して観光客を増やしていくかが今後の課題である。また、府中市の観光資源の良さを
多くの方に知ってもらうため、市内のみならず、市外での情報発信の強化が必要である。観光客の誘致のためには、近隣自治体と連携し、情報発信
力を強化することが必要である。
　また、外国人を含む観光客の受け入れ及び受入態勢を強化するため、情報発信やツアーの実施、多言語対応の充実、市民や商店・飲食店のおもて
なしの気持ちの醸成も併せて必要である。

　新型コロナウイルス感染症の影響により外国人観光客の受け入れ開始時期が不確定なことに加え、国内においても「withコロナ」時代に即したニ
ーズの変化に適宜対応をしていく必要がある。
　観光協会・商工会議所・まちづくり会社等の各種団体と行政、地域が一体となって観光施策を推進し、にぎわいと魅力あるまちづくりを目指す。
また、市内のみならず、市外でのＰＲ活動を行うことで観光客の誘客を進めたい。観光客の消費を喚起できるよう、観光資源と飲食や土産物等の連
携を図りたい。また、東京2020オリンピックの開催に向けて、インバウンドの強化、外国語表記の充実及び、近隣の市町村や鉄道沿線の自治体との
広域連携の強化が必要である。

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

・観光大使を活用したＰＲ
冊子を改訂増刷し、本市の
魅力を最新情報で伝え、誘
客に努めた。
・東京観光財団が実施する
地域資源発掘型実証プログ
ラム事業を活用し、広域で
の観光振興事業を推進した
。

・ラグビーワールドカップ
2019や市制施行65周年記念
市民パレードの開催に際し
、ＳＮＳの活用や多言語ガ
イドブックの作成等による
情報発信に努めたほか、本
市に訪れた方へのおもてな
しとして、臨時観光案内ブ
ースを設置した。
・広域での観光振興事業を
推進した。

観光情報発信の拠点である
郷土の森観光物産館（郷土
の森観光情報センター）の
利用者数が減少している。

京王線府中駅における１日
平均乗降車人員数及び観光
情報発信の拠点である郷土
の森観光物産館（郷土の森
観光情報センター）の利用
者数が減少している。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

観光振興事業

生活環境部 経済観光課

主要な事務事業

134,504

・ラグビーワールドカップ
2019や東京2020オリンピッ
ク・パラリンピックの開催
を見据え、国内外に本市の
魅力を発信するほか、外国
人観光客の受入れができる
ように環境整備を行う。
・広域での観光事業を実施
する。

・ラグビーワールドカップ
2019や東京2020オリンピッ
ク・パラリンピックの開催
を見据え、訪日外国人観光
客に対するプロモーション
を行う
・大会期間中の案内体制の
強化を図るなど、おもてな
しの取組を充実する
・広域での観光事業を実施
する

・東京2020オリンピック・
パラリンピックの開催を見
据え、訪日外国人観光客に
対するプロモーションを行
う
・大会期間中の案内体制の
強化を図るなど、おもてな
しの取組を充実する
・広域での観光事業を実施
する

・世界的なイベントに向け
て実施した観光施策を評価
・検討し、観光施策の方向
性を見直す
・広域での観光事業を実施
する

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

・外国人観光客向けＰＲ動
画を作成し、成田国際空港
で掲出を開始したほか、外
国人インフルエンサーを活
用した情報発信事業、英語
版フェイスブックの運用等
を行った。
・東京観光財団の地域資源
発掘型実証プログラム事業
を活用し、広域での観光振
興事業を推進した。

・外国人観光客向けＰＲ動
画を各所で掲出したほか外
国人インフルエンサーによ
る情報発信、英語版フェイ
スブックの運用等を行った
。
・ラグビーワールドカップ
2019期間中に府中駅に臨時
観光案内ブースを設置した
ほか、多磨駅前におもてな
しブースを設置した。

観光情報施設管理運営事業

生活環境部 経済観光課

主要な事務事業

100,000

・市内外への情報発信を強
化し、観光客の誘客を図る
・外国人観光客の受入れ対
応を検討する

・市内外への情報発信を強
化し、観光客の誘客を図る
・外国人観光客の受入れ対
応を行う

・市内外への情報発信を強
化し、観光客の誘客を図る
・外国人観光客の受入れ対
応を行う

・市内外への情報発信を強
化し、観光客の誘客を図る
・外国人観光客の受入れ対
応を評価・検討する

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

・郷土の森観光物産館の入
館者数が減少しているため
、利用者を増やす取組が必
要である

・郷土の森観光物産館の入
館者数が減少しているため
、利用者を増やす取組が必
要である



優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）
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H31年度 R 2年度H31年度 R 2年度

1 桜まつり運営事業 30 7,018,000 7,012,124 7,018,000
市民のふれあいの場として、市民
参加の自らが創造する府中市民桜
まつりを実施する。

B 1 B B

2 けやきフェスタ運営事業 30 3,091,000 3,091,000 3,091,000
馬場大門けやき並木等を会場に府
中の観光振興及び商店街の活性化
を図る事業

C 1 C B

3 観光振興事業 30 131,044,000 141,366,435 120,794,000
観光資源を内外に広くPRし、観光
客を誘致し、地域経済の活性化を
図る

B 4 A A

4 観光情報施設管理運営事業 30 27,306,000 26,998,509 31,606,000 観光情報センター等の管理・運営
を行う

B 4 B B

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 168,459,000 178,468,068 162,509,000
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実　績

実　績

達成率

実　績
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目標値
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市 債
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達成率

達成率
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都 支 出 金

市 債
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令和２年９月
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073 消費生活の向上

Ⅳ 人を魅了するにぎわいと活力のあるまち（都市基盤・産業）

05 商工業の振興
生活環境部 経済観光課

消費生活相談や情報の提供が行われることで、悪質商法などの消費者トラブルや製品事故等のない健全な生活が守られるとともに
、環境に配慮した生活スタイルに転換することにより市民生活の向上が図られている。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

R 3年度

消費生活展については、平成３０年度よりル・シーニュに会場を変更して開催したため、多くの市民に来場いただくことができた。消費生活講座に
ついては、年度末に予定していた講座が新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催を中止したため参加者数は減少した。今後についてもより効果
的な消費者啓発の推進に努めていく。

10,251,000 8,148,000 5,515,000 4,999,000

0 0 0 0

3,423,000 5,681,000 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

6,828,000 2,467,000 5,515,000 4,999,000

10,251,000 8,148,000 5,515,000 0

7,318,582 7,556,524 3,353,777 0

0 0 0 0

3,351,436 5,543,425 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

3,967,146 2,013,099 3,353,777 0

71.4 92.7 60.8 0.0

1.55 0.00 1.50 0.00

11,906,517 0 12,047,933 0

5.00 0.00 5.00 0.00

15,602,000 0 15,454,615 0

10,581,671 0 4,032,252 0

45,408,770 7,556,524 34,888,577 0

①この１年間に消費者トラブルに
あったことがある市民の割合

5.9

％

4.2 5 - -

133.3 112.0 - -

5.6

②消費生活展への来場者数

338

人

871 896 - -

124.4 128.0 0.0 0.0

700

③消費生活講座等への参加人数

177

人

178 48 - -

89.0 24.0 0.0 0.0

200



達成できている点

達成できていない点

進ちょく状況

今後の課題、状況や市民ニーズの変化

これまでの主な取組と成果

５　施策の評価

今後の展開

４　施策の進ちょく状況
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消費生活展については、平成３０年度よりル・シーニュに会場を変更して開催したため、多くの市民に来場いただくことができた。消費生活講座に
ついては、年度末に予定していた講座が新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催を中止したため参加者数は減少した。今後についてもより効果
的な消費者啓発の推進に努めていく。

　府中駅南口ル・シーニュ６階に消費生活センターを開所するとともに女性センターより消費生活相談室を移転した。また相談室を１部屋追加し２
部屋とした。相談日を２３６日開設し、市民からの悪質商法などの消費生活上のトラブルに関する苦情等の相談を１，９１３件受付け、解決に努め
た。また、悪質商法など消費者トラブルの未然防止を図るため、悪質商法の手口など消費生活に関するパネル展を２回開催し啓発に努めるとともに
、消費生活展を２日間開催し８９６人の参加により、消費生活に関する知識や意識の向上・啓発を図った。さらに、消費生活啓発資料を８種類８５
，３００部発行し、自治会回覧のほか、イベントでの配布などをとおして市民へ最新の情報提供をしながらトラブルの未然防止等に努めた。

　年々巧妙化する悪質商法による被害の未然防止を図るため、より一層の啓発活動に努めるとともに、市民の身近な相談窓口として消費生活相談室
の更なる周知と相談体制の充実強化を図っていく。また、地域のネットワークによる消費者教育が重要となることから、各機関との連携体制の構築
が必要となっている。また年々来場者数が減少している消費生活展については、内容の見直しを検討する。

　消費生活センターのさらなる周知を図るとともに、相談体制の充実強化に努め、消費者に対する情報提供や啓発事業を充実させることにより、市
民の健全な消費生活の向上を図っていく。また、消費生活展については、消費者被害の予防法や消費者が必要としている情報、生活に役立つ情報な
どを市と公共機関、事業者（生産者）等と協働し発信するようなイベントにしていく。さらに関係機関、団体等と連携を図り、地域ネットワークを
構築することで消費者問題に関するきめ細かな活動を展開していく。

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

消費生活展の開催場所をル
・シーニュに変更して実施
したところ、多くの市民へ
啓発することができた。
また、「消費者トラブルに
あったことがある市民の割
合」についても減少してい
ることから、消費生活に関
する啓発が浸透しているも
のと考える。

消費生活展の開催場所がル
・シーニュに定着し、多く
の市民へ啓発することがで
きた。「消費者トラブルに
あったことがある市民の割
合」についても低く推移し
ていることが示すように、
市民が消費者トラブルに巻
き込まれないための消費生
活全般にわたる相談体制を
とることができた。

消費生活講座の参加人数に
ついては微増ではあるもの
の、目標値の達成はできて
いないため、引き続き周知
を行い魅力ある講座の開催
について検討していきたい
。

新型コロナウイルスの影響
により消費生活講座の開催
数が少なくなり参加人数が
減少した。悪質商法など消
費者トラブル等のない健全
な市民生活を守るような魅
力ある講座を開催していき
たい。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

消費者相談・啓発事業

生活環境部 経済観光課

主要な事務事業

26,331

▼消費生活相談室の運営
・月曜日〜金曜日（休館日
除く）
・午前１０時〜午後４時（
正午〜午後１時除く）
・１日相談員３名体制
▼消費生活展の実施
▼消費生活パネル展の実施

▼消費生活相談室の運営
・月曜日〜金曜日（休館日
除く）
・午前１０時〜午後４時（
正午〜午後１時除く）
・１日相談員３名体制
▼消費生活展の実施
▼消費生活パネル展の実施

▼消費生活相談室の運営
・月曜日〜金曜日（休館日
除く）
・午前１０時〜午後４時（
正午〜午後１時除く）
・１日相談員３名体制
▼消費生活展の実施
▼消費生活パネル展の実施

▼消費生活相談室の運営
・月曜日〜金曜日（休館日
除く）
・午前１０時〜午後４時（
正午〜午後１時除く）
・１日相談員３名体制
▼消費生活展の実施
▼消費生活パネル展の実施

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

▼消費生活相談室の運営
・月曜日〜金曜日（休館日
除く）
・午前１０時〜午後４時（
正午〜午後１時除く）
・１日相談員３名体制
・相談件数２，０１０件
▼消費生活展を実施した。
（８団体・８７１名）
▼消費生活パネル展などを
実施した。

▼消費生活相談室の運営
・月曜日〜金曜日（休館日
除く）
・午前１０時〜午後４時（
正午〜午後１時除く）
・１日相談員３名体制
・相談件数１，９１３件
▼消費生活展を実施した。
（７団体・８９６名）
▼消費生活パネル展などを
実施した。



優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）
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H31年度 R 2年度H31年度 R 2年度

1 消費者相談・啓発事業 10 5,515,000 3,353,777 4,999,000 消費生活相談室の運営及び消費生
活に関する啓発活動

B 1 A A

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 5,515,000 3,353,777 4,999,000


